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 １月の寒波では雪が舞い、子ども達は、大喜びでした。 

全国的にコロナウイルス、インフルエンザが流行し保育園でもコロナウイルス、インフルエンザのお子さん

が、少しずつ出ております。和食中心で粗食を心掛け、予防に努めましょう。 

今回の裏面では岡部賢二先生による「食事で出来る感染症対策」を掲載しておりますので是非ともご

覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

         

 

 

 

 

 

        

 

 

     2月の行事 
3日(金) 節分(豆まき) 

 

4日(土) 子育て支援会 

     クッキング教室 

 

11日(土) 建国記念の日 

 

16日(木) お別れ会 

 

23日(木) 天皇誕生日 

 

3月の行事 
3日(金) お茶会・ひなまつり 

 

9日(木) お別れ散歩 

 

31日(金) 卒園の会 

 

＊予定はコロナウイルス感染状況な

どにより変更になることがありま

す。 



≪お知らせ・お願い≫ 

感染症対策について 

お子さんが発熱（３７.５以上）した場合、病院を受診していただくよ

う皆様にお願いしております。また、兄弟児やご家族に発熱者がいる

場合も発熱された方の病院受診後、お子さんが濃厚接触者などに該当

しないことが確定してから登園可能となります。 

ご協力お願い致します。 

 

※ 玄関の確実な施錠にご協力下さい 

玄関に職員がいない時間帯のドア・門の施錠は、確実に行って下さい。 

また、玄関を出た後も、お子さんだけで駐車場へ出て行かないよう、保護者の方

と一緒に車の所まで行くようにして下さい。 

 

※ 車上荒らしにご注意ください 

送迎時に車に貴重品・バッグを置かれたままにしないよう 

ご注意ください。たとえ貴重品が入っていなくても窓から見える位置にバッ

グなどがあれば狙われてガラスを割られます。過去に名島保育園でも実際に被

害があっております。お気を付けください。 

 

※ 連絡先・予防接種や定期健診について 

予防接種や定期健診を受けられた方、また、住所・電話番号が変更になった場

合は児童表に書き込みますので、担任にお知らせ下さい。 

                   



「食事で出来る感染症対策」 

            ムスビの会主宰 岡部 賢二 

～動物性食品や白砂糖、チンした加工食品も注意～ 

インフルエンザ・新型コロナウイルスなどの感染症の予防対策として、

食による予防対策をアドバイスさせて頂きます。 

ワクチンを作るウイルスの培養器は卵や動物の内臓に白砂糖を加え

たものです。なぜなら、ウイルスは酸性食品である動物性食品や白砂糖

由来の酸性化した血液が大好きだからです。したがって、普段から肉や

卵、乳製品、ケーキやアイスクリーム、菓子パンといった食べ物が多い

と、感染症にかかりやすくなります。 

また、食品添加物や農薬などの化学物質、電磁波も血液を酸性化させ

るので、市販の加工食品を電子レンジで温めて食べる容易な食べ方にも

注意が必要です。 

 

～根菜パワーで免疫力アップ・梅酢と梅干しも活用～ 

 血液を弱アルカリ化してくれる食べ物がゴボウや蓮根、人参、自然薯

といった根菜類の煮物で、血液を弱アルカリ化してくれるだけではなく、

身体を温めてくれます。 

 根菜パワーで血液がサラサラになり、体温が１℃上がると免疫力は

30％から４０％、体内の解毒や殺菌、修復を担う酵素やホルモンの働き

は５０％アップします。免疫力を上げるためにも、温泉や温熱治療で温

かい身体にしておきましょう。 



  

そして、ウイルスが嫌いなものが塩気です。化学塩ではなく、にがりを

含む自然な塩には防腐や殺菌、発酵促進、神経伝達、蓄熱、体液の電解

質バランスを整える働きがあり、クエン酸などの有機酸には強力な抗菌

作用があるので、梅干しは世界最強の副作用のない天然の抗生物質と言

ってもいいでしょう。 

 梅干しを作る時に染み出てくる梅酢を２～３に薄めてスプレー容器

に入れ、口や喉、手などに噴霧すれば、ウイルスを寄せ付けません。 

 抗ウイルス作用があるカテキンを含む三年番茶に抗菌作用のあるア

ミノ酸豊富な醤油と梅干しを合わせた梅醤番茶は、血液をきれいにし、

胃腸を整え、身体を温めてくれる優れものです。 

 

 

 

～太陽光を浴びましょう～ 

 ビタミンＤが体内に蓄積していると感染症にかかりにくい事が医学

的研究で明らかになっています。したがって、体内でビタミンＤを生成

させるためにも夏場にしっかりと太陽光を浴びておくのもおススメで

す。紫外線には抗菌、殺菌、という働きもあるので、太陽の恵みをしっ

かりと活用して下さい。 


